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富　岡　貞　夫

開浄水場裁判の原告である私富岡貞夫は、市水道部に抗議し、公式文書での謝罪を求めます。

なぜこのような事態になったのか、市水道部の責任を問いたいと思います。今、開浄水場のことで裁判中です。開の水を飲んでいる他の自治会の方と同じように、私富岡貞夫も原告の一人です。

私が許せないと思っているのは

１　裁判所に、私は原告にあたらないと私の名前を出したことです。

事前に調べもしないで、私に聞きにもこないで、裁判所に出したのです。

２　議会の資料に私の個人名をそのまま載せ、個人情報の漏洩をしながら、責任者がいまだに謝罪にこないことです。

３　私の自宅の水が地下水か府営水か、市水道部の二人の幹部が確認に来た時に、府営水だと私を騙したことです。

４　地下水であることがわかったあとで、水道工事申請書は住民が出すものなので、住民の私が悪いと言ったことです。

５　これらのことについて、一番の当事者が、いまだに謝罪もせず、市の責任についても、いまだにはっきりさせないままなことです。

話の経過は次のとおりです。

　今般、開浄水場を巡って提訴中です。開の水を飲んでいる他の自治会員の方と同じように原告の一人である私富岡貞夫は、「原告にあたらない」と市が文書で裁判所に出したことを聞きました。

なぜ裁判所に出す前に、調べもしないで、私のフルネームでだしたのか、疑問に思います。

　なぜ私が原告になれないのか。そこで市水道部に連絡したところ一度確認に行きますということで、２月１日に水道部からＭ課長、Ｍ次長２名が来られました。私と３人で確認作業をしました。Ｍ課長が、「止水栓を閉めた」と言われたことを確認してＭ次長と私の家の水がとまるかどうか確認したところ、止まらない。「やっぱり府営水やないか」「水圧も強いし」とホースをつまんでいたＭ次長が言われました。なかなか納得しない私をみて、それでは念のためにこの水を持って帰って水質検査をします。その結果は後日報告しますといってその日は帰られました。

その夜家族でもめました。一体いつ府営水に変わったのか、断水の時はどうやったんか、親子や夫婦でもめました。ひょっとすると、下水の工事した時かなと思いました。

翌日、道具をもって業者に来てもらい操作をしたところ軽々とできました。業者と一緒に止水栓を止めてみたところ、家の水は止まったのです。一体昨日の宇治市の作業は、なんやったんや、騙されたと気が付きました。

２月５日の火曜日に水道部から電話がありました。水質検査の結果、あれは地下水でしたと。

なんでや、府営水と言うたやないか、電話ではなく、家に来て説明して下さいと私が言い、８日の金曜日午後からと決めました。

その趣旨は、私の自宅の水道水が、開浄水場の地下水か府営水かを水道部から説明を受けることでした。

２月８日宇治市水道部Ｍ次長、Ｋ主幹が来られました。

当日は、水道部幹部お二人の立ち会いのうえで、先日２月１日のことを再現しました。しかし、２月１日にこられた一番問題の人物Ｍ課長は来られませんでした。その理由は、他の用事があったのでということでしたが、２月８日のことは５日に決めていますので余裕があったはずです。大事な日に一番問題の課長が来られないというのは、どうしてですか。私はこのことが許せません。

２月１日に府営水だと言われたその決め手は、その課長が止水栓を閉めたけれど、自宅の水道が止まらなかったことだからです。ところが、私はどうしても納得ができないので、翌日業者に来て貰って止水栓を閉めると、水道は出なかったのです。あの時Ｍ課長は本当に閉められたのか、止めるフリをされたのか、本人立ち会いの下で、それをはっきりさせたかったのです。約束をしている大事な日に、一番の当事者が来ないことが絶対許せない。Ｍ課長の操作によって、府営水と言うことになり、そのため娘、嫁と言い争いになり、家庭騒動にまでなったのです。こんなことになった原因をつくった本人が来ない、なぜ本人が来て謝ってくれないのか、腹が立ちます。まず、このことに抗議します。

私の名前が裁判所に出されたことから、個人情報の漏洩がはじまっています。水道部は議会にそのまま資料として出しました。許せないことです。

管理者はいまだに謝罪に来られません。私は怒っています。

不誠実な水道部のこの間の対応と責任者の知らん顔。

文書で公式に謝罪することを求めます。

最後まで、納得いくまで闘います。

